




















統計ソフトは Stata 以外には SAS があるだろう。また， Stata で標準的
に装備していない最新の統計手法を自分で組むために， Matlab という数


























Ihaka と Robert Clifford Gentleman により1986 年に作られた。現在では R 
Development Core Team によりメンテナンスと拡張がなされている。 R は
文法的には，統計解析部分は AT&T ベル研究所が開発した S 言語を参考
としており，またデータ処理部分は Scheme の影響を受けている。
比較的歴史がある言語であるが，ここ数年で爆発的に人気がでてきた。



































mac の場合，/Users/（ユーザー名）/ を表していて， Windows の場合，た
とえば C:Users（ユーザー名）を表す。（を￥と置き換える。） Windows 
































• Sweave や knitr に対応している。
• プレゼン用のスライドを作成してくれる。
• SVN や Git などバージョン管理が可能である。
• Html5 をもちいたウェブアプリを簡単に作成してくれる。
• デバック機能もっている.













のなら，［Tools］→ ［Global Options］を実行して，［General］にある［Default 

























































x <- rnorm (100)


















しまうことである。たとえば mean(cars$speed) とすべきところを mean 
(speed) としてしまう。事前に attach(cars) とすればよいと昔の R の本
には書いてある。ただこうすると Grolemund (2015) など最近の本に述べら
れているように，R の名前空間がおかしくなる危険があるので推奨されな
い。Google’s R Style Guide (https://google-styleguide.googlecode.
com/svn/trunk/Rguide.xml#attach) にも





























df$race[df$black ==1] <- "black"
df$race[df$hispan ==1] <- "hispanic"








x <- rnorm (10)
size <-sample(c("H","M","L"),10,replace=T)
df <- data.frame(x,size)
df$dummy1 <- ifelse(df$size=="H" ,1,0)




 x size dummy1 dummy2
1 0.8865824 H 1 0
2 0.2675922 H 1 0
3 -0.6596697 H 1 0
4 -0.1201818 M 0 1
5 -0.4707522 M 0 1
6 -0.2218272 H 1 0
ところで，文字列から data.frame よりデータフレームを作成すると，
自動的にファクターに変換されてしまう。時には文字列のままのほうが望
ましいだろう。そうしたいときは stringsAsFactors = FALSE というオプ
ションをつけるか，読み込んだ後に as.character を用いる。なおパッケ






データは csv ファイルで扱うのが標準的である。csv ファイルとは，コン
マで分離されているテキストデータのことである。たとえば，以下のよう
に書かれている。
 var1, var2, var3
 3, 40, 4









df <- read.csv("data.csv",stringsAsFactors= FALSE)
とする必要がある。







































い。日本語が含まれている場合に，EXCEL 上で csv 形式に変換して保存
したときにシフトJIS で保存されてしまう。Linux や Mac では文字コード





df <- read_csv("data.csv",locale=locale(encoding = "SJIS"))
とする。
4.5　その他のファイル形式
Stata や SAS や SPSS などほかの統計パッケージのファイル形式から






があるが，foreign は執筆時点では Stata 12 までの保存形式しか対応して













lm(formula = dist ~ speed,data = cars)
Residuals:
 Min 1Q Median 3Q Max
 -29.069 -9.525 -2.272 9.215 43.201
Coefficients:
 Estimate Std. Error t value Pr(>|t|)
(Intercept) -17.5791 6.7584 -2.601 0.0123 *




Signif.codes:0 ‘***’ 0.001 ‘**’ 0.01 ‘*’ 0.05 ‘,’ 0.1 ‘ ’ 1
Residual standard error: 15.38 on 48 degrees of freedom
Multiple R-squared: 0.6511，Adjusted R-squared: 0.6438
F-statistic: 89.57 on 1 and 48 DF，p-value: 1.49e-12
dist~speed の左側が被説明変数で，右側が説明変数である。重回帰も分析可
能で，例えば x1+x2+x3 とすれば，３つの変数の重回帰が実施可能である。
残差は resid(fm)，予測値は fitted(fm)，共分散行列は vcov(fm) でと
ることができる。また，残差の標準誤差は summary(fm)$sigma で，自由度
は，summary(fm)$df[2] (fm$df.residual) で，決定係数はsummary(fm) 
$r.squared で，調整済み決定係数は summary(fm)$adj.r.squared でとる
ことができる。
なお二乗項を付けた回帰モデルを実行するには次のコマンドを実行する。








Analysis of Variance Table
Model 1: dist ~ speed
Model 2: dist ~ speed + I(speed^2)
159
　Res.Df RSS Df Sum of Sq F Pr(>F)
1　48 11354



















t test of coefficients:
 Estimate Std. Error t value Pr(>|t|)
(Intercept) -17.57909 5.93180 -2.9635 0.004722 **
学術研究のためのオープンソース・ソフトウェア（3）：R と RStudio
160
speed 3.93241 0.42754 9.1978 3.636e-12 ***
---
Signif.codes: 0 ‘***’ 0.001 ‘**’ 0.01 ‘*’ 0.05 ‘.’ 0.1 ‘ ’ 1




者たちが解説した Kleiber and Zeileis （2008） の一読をすすめる。
たとえば有名な Fair （1978） の「浮気」データを用いた分析は以下のよ
うにして実行される。
library(AER)
fm_ols <- lm(affairs ~ age + yearsmarried + religiousness + 
occupation + rating,data = Affairs)
fm_logit <- glm(I(affairs > 0) ~ age + yearsmarried + 
religiousness + occupation + rating,data = Affairs,family 
=binomial)
fm_probit <- glm(I(affairs > 0) ~ age + yearsmarried + 
religiousness + occupation + rating,data = Affairs,family 
= binomial(link = "probit"))
fm_tobit <- tobit(affairs ~ age + yearsmarried + 




が簡単になる dynlm，非定常分析の各種検定は urca，VAR （多変量自己回





























OLS normal probit Tobit
(1) (2) (3) (4)
age −0.050＊＊ −0.007＊＊ −0.022＊＊ −0.179＊＊
(0.022) (0.003) (0.010) (0.079)
yearsmarried 0.162＊＊＊ 0.018＊＊＊ 0.060＊＊＊ 0.554＊＊＊　
(0.037) (0.005) (0.017) (0.135)
religiousness −0.476＊＊＊ −0.054＊＊＊ −0.184＊＊＊ −1.686＊＊＊　
(0.111) (0.015) (0.052) (0.404)
occupation 0.106 0.012 0.038 0.326
(0.071) (0.009) (0.033) (0.254)
rating −0.712＊＊＊ −0.088＊＊＊ −0.273＊＊＊ −2.285＊＊＊　
(0.118) (0.016) (0.053) (0.408)
Constant 5.608＊＊＊ 0.788＊＊＊ 0.977＊＊＊ 8.174＊＊＊　
(0.797) (0.106) (0.365) (2.741)
Observations 601 601 601 601
R2 0.131
Adjusted R2 0.124
Log Likelihood −318.335 −307.295 −705.576
























































































宮﨑（2015）で紹介したように latex 上で作図する方法として tikz があ
る。これに即した図を R で作成するには，tikzDevice (https://github.






























表を R で作成し，それを読み込むようにすればよい。まず sink() を用
いて tab1.tex を保存する。
sink("tab1.tex")





x[] <- as.character(round(x,digits = 3))
x[,4] <- ifelse(as.numeric(x[,4]) < 0.001,"$<$ 0.001",x[,4])
cat(paste(rownames(x),"&",
















Estimate Std.error t statistic p value
(Intercept) -17.579 6.758 -2.601 0.012




































texreg，stargazer，apsrtable などがある。わたしはメインに texreg を
使っているが，最近 stargazer をよく用いている。
まず stargazer をみてみる。stargazer について以下のサイトが参考に
なる。
http://jakeruss.com/cheatsheets/stargazer.html










係数 標準誤差 t 値 P 値
切片 -17.58 5.66 -3.11 0.00




そこで作成したファイル tab6.tex を latex で読みこめば表４を作成して
くれる。
また複数の回帰式を表にまとめるには以下のようにすればよい。
fm1 <- lm(score ~ stratio,data = CASchools)
fm2 <- lm(score ~ stratio + english,data = CASchools)
fm3 <- lm(score ~ stratio + english + lunch,data = CASchools)
fm4 <- lm(score ~ stratio + english + calworks,data = CASchools)




そこで作成したファイル tab7.tex を latex で読みこめば表５となる。
Stock and Watson （2011）の表7.1と比較すると係数は再現しているが，標
準誤差が同じでない。これは標準誤差をロバスト分散にもとづいていない
からである。
Stock and Watson (2011) の表7.1 と同じようなことをしようとすれば以
下のようにする.
rse1 <- sqrt(diag(vcovHC(fm1,type = "HC1")))
rse2 <- sqrt(diag(vcovHC(fm2,type = "HC1")))
rse3 <- sqrt(diag(vcovHC(fm3,type = "HC1")))
Statistic N Mean St.Dev. Min Max
stratio 420 19.640 1.892 14.000 25.800
english 420 15.768 18.286 0.000 85.540
lunch 420 44.705 27.123 0.000 100.000




rse4 <- sqrt(diag(vcovHC(fm4,type = "HC1")))









再び Stock and Watson（2011）のデータを用いて使用例を示そう。回帰
Dependent variable:
score
(1) (2) (3) (4) (5)
stratio −2.280＊＊＊ −1.101＊＊＊ −0.998＊＊＊ −1.308＊＊＊ −1.014＊＊＊
(0.480) (0.380) (0.239) (0.307) (0.240)
english −0.650＊＊＊ −0.122＊＊＊ −0.488＊＊＊ −0.130＊＊＊





Constant 698.933＊＊＊ 686.032＊＊＊ 700.150＊＊＊ 697.999＊＊＊ 700.392＊＊＊
(9.467) (7.411) (4.686) (6.024) (4.698)
Observations 420 420 420 420 420
R2 0.051 0.426 0.775 0.629 0.775
Adjusted R2 0.049 0.424 0.773 0.626 0.773
Residual Std.Error 18.581 14.464 9.080 11.654 9.084

















(1) (2) (3) (4) (5)
stratio −2.280＊＊＊ −1.101＊＊ −0.998＊＊＊ −1.308＊＊＊ −1.014＊＊＊
(0.519) (0.433) (0.270) (0.339) (0.339)
english −0.650＊＊＊ −0.122＊＊＊ −0.488＊＊＊ −0.130＊＊＊





Constant 698.933＊＊＊ 686.032＊＊＊ 700.150＊＊＊ 697.999＊＊＊ 700.392＊＊＊
(10.364) (8.728) (5.568) (6.920) (6.920)
Observations 420 420 420 420 420
R2 0.051 0.426 0.775 0.629 0.775
Adjusted R2 0.049 0.424 0.773 0.626 0.773
Residual Std.Error 18.581 14.464 9.080 11.654 9.084










































また＊＊は P 値が 1\\% 以下,＊は 5\\% 以下を示す。",
reorder.coef = c(2，3，4，5，1),stars = c(0.05，0.01),
table=FALSE ，file="tab5.tex")
この結果は表８である。
Model 1 Model 2 Model 3 Model 4 Model 5
(Intercept) 698.93＊＊＊ 686.03＊＊＊ 700.15＊＊＊ 698.00＊＊＊ 700.39＊＊＊
(9.47) (7.41) (4.69) (6.02) (4.70)
stratio −2.28＊＊＊ −1.10＊＊ −1.00＊＊＊ −1.31＊＊＊ −1.01＊＊＊
(0.48) (0.38) (0.24) (0.31) (0.24)
english −0.65＊＊＊ −0.12＊＊＊ −0.49＊＊＊ −0.13＊＊＊





R2 0.05 0.43 0.77 0.63 0.77
Adj.R2 0.05 0.42 0.77 0.63 0.77
Num.obs. 420 420 420 420 420
RMSE 18.58 14.46 9.08 11.65 9.08







うち，readr，readxl，haven，tidyr，dplyr，ggplot2 は Hadley Wickham 
による。他にもここでは紹介していないが，パッケージ作成のための
devtools を作成している。彼が R にはたした貢献はとてつもなく大きく，







GAMS や Matlab を使うことが主流であるが，これらは商用ソフトウェア
(1) (2) (3) (4) (5)
教員一人あたり学生数 −2.28＊＊ −1.10＊ −1.00＊＊ −1.31＊＊ −1.01＊＊
(0.52) (0.43) (0.27) (0.34) (0.27)
英語学習者割合 −0.65＊＊ −0.12＊＊ −0.49＊＊ −0.13＊＊





切片 698.93＊＊ 686.03＊＊ 700.15＊＊ 698.00＊＊ 700.39＊＊
(10.36) (8.73) (5.57) (6.92) (5.54)
標準誤差 18.58 14.46 9.08 11.65 9.08
調整済み決定係数 0.05 0.42 0.77 0.63 0.77
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